
﹇
総
論
﹈ 『

浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
一
九
号
の
テ
ー
マ
と
各
論
文
 

梯
　
　
信
　
暁
 

『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
一
九
号
の
統
一
テ
ー
マ
は
、「
平
和
と
宗
教
」
で
あ
る
。
令
和
七
年
度
は
、
戦
後
八
〇
年
と
い
う
節
目
の

年
で
あ
り
、
各
分
野
に
お
い
て
平
和
に
関
す
る
研
究
が
な
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
本
研
究
所
で
も
様
々
な
形
で
平

和
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

令
和
六
年
度
に
は
、「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
（
戦
後
八
〇
年
版
）」
の
作
成
を
目
指
し
て
、
研
究
所
内
で
数
回
に
わ
た
っ
て
検
討

会
議
を
実
施
し
、
戦
後
五
〇
年
の
「
戦
後
問
題
検
討
委
員
会
答
申
」、
戦
後
七
〇
年
の
「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
」「
平
和
に
関
す
る

論
点
整
理
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
聴
会
の
意
見
集
約
」
や
、
そ
れ
以
降
の
取
り
組
み
を
点
検
し
、
ま
た
現
在
世
界
で
起
き
て
い
る
武
力
紛

争
の
現
況
や
専
門
家
の
見
解
な
ど
の
情
報
収
集
に
当
た
っ
た
。 

令
和
六
年
七
月
三
十
一
日
に
は
、「
平
和
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
／
何
が
で
き
る
か
―
戦
後
八
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
―
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
第
十
三
回
宗
門
教
学
会
議
を
開
催
し
た
。
発
題
者
は
仏
教
大
学
教
授
大
谷
栄
一
氏
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
員
宮
地
清
彦
氏
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
赤
松
徹
眞
氏
で
、
そ
の
内
容
は
『
宗
報
』
令
和
六
年
十
月
号
、
十
一
・
十
二
月
合
併
号

に
報
告
さ
れ
た
。 

そ
れ
ら
の
成
果
を
結
集
し
て
、「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
（
戦
後
八
〇
年
版
）」
を
作
成
し
、『
宗
報
』
令
和
七
年
三
月
号
に
発
表
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し
た
。 

さ
ら
に
三
月
十
三
日
、「
宗
教
と
戦
争
―
信
仰
と
平
和
の
間
で
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
十
二
回
六
条
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

発
題
者
は
桃
山
学
院
大
学
教
授
石
川
明
人
氏
で
、
そ
の
内
容
は
『
宗
報
』
令
和
七
年
七
月
号
、
八
月
号
に
報
告
さ
れ
た
。 

令
和
七
年
度
に
入
り
、
四
月
十
四
日
に
「
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
総
長
が
「
戦
後
八
〇
年
に
あ
た
っ
て
の
平
和
を
願
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
み
上
げ
た
。
そ
の
内
容
は
『
宗
報
』
令
和
七
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
相
愛
学
園
学
園
長
釈
徹
宗

氏
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
赤
松
徹
眞
氏
、
総
合
研
究
所
副
所
長
寺
本
知
正
氏
に
よ
る
鼎
談
が
行
わ
れ
、
加
え
て
宗
派
製
作
の
映
画

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
沖
縄
戦
―
知
ら
れ
ざ
る
悲
し
み
の
記
憶
」
が
上
映
さ
れ
た
。
鼎
談
の
内
容
は
『
宗
報
』
令
和
七
年
八
月
号
、
九

月
号
に
報
告
さ
れ
た
。 

七
月
三
日
〜
五
日
に
は
、
沖
縄
、
長
崎
、
広
島
に
お
い
て
、
ご
門
主
様
ご
出
向
の
も
と
戦
没
者
追
悼
法
要
が
勤
修
さ
れ
た
。
そ
の
模

様
は
『
本
願
寺
新
報
』
七
月
二
〇
日
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

八
月
五
日
、「
平
和
学
、
平
和
の
教
化
学
の
確
立
に
向
け
て
―
「
非
暴
力
」
を
視
座
と
し
て
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
第
十
四
回

宗
門
教
学
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
発
題
者
は
、
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
教
授
佐
藤
史
郎
氏
、
京
都
女
子
大
学
教
授
市
川
ひ
ろ

み
氏
、
対
論
者
は
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
赤
松
徹
眞
氏
、
総
合
研
究
所
副
所
長
寺
本
知
正
氏
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
『
宗
報
』
令

和
七
年
十
一
・
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
今
年
度
内
に
は
、
現
代
の
世
界
情
勢
を
踏
ま
え
た
六
条
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

加
え
て
本
研
究
所
で
は
平
和
研
究
の
一
環
と
し
て
、
自
死
や
貧
困
な
ど
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
号
に
は
そ
れ
ら
の
諸
問
題

に
関
す
る
論
文
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 本
号
に
は
、
特
別
に
佐
々
木
義
英
所
長
の
論
考
「
証
言
　
戦
後
八
十
年
を
前
に
し
て
―
シ
ア
ト
ル
・
ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
島
と
ミ
ネ
ソ

8
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タ
・
キ
ャ
ン
プ
サ
ベ
ー
ジ
の
悲
劇
―
」
が
寄
せ
ら
れ
、
テ
ー
マ
研
究
、
そ
し
て
個
人
研
究
の
進
展
を
報
告
す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。 テ

ー
マ
研
究
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。 

 安
部
智
海
氏
の
論
文
「
対
人
支
援
の
現
場
か
ら
―
中
動
態
を
手
が
か
り
に
―
」
は
、
対
人
支
援
、
特
に
自
死
に
関
す
る
支
援
を
論
じ

た
も
の
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
や
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
支
援
を
手
が
か
り
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い

る
。
従
来
、
支
援
関
係
は
「
支
援
す
る
側
」
と
「
支
援
さ
れ
る
側
」
と
い
う
能
動
・
受
動
の
関
係
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
今
回
の
調
査
対
象
に
お
い
て
は
、
支
援
者
と
被
支
援
者
と
い
う
一
方
的
・
分
段
的
な
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
分
断
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
支
援
活
動
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
。
安
部
氏
は
そ
の
関
係
を
、
言
語
学
の
領
域
で
提
唱
さ
れ
て
い
る

「
中
動
態
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
捉
え
よ
う
と
す
る
。
支
援
者
と
被
支
援
者
の
関
係
を
、
硬
直
し
た
も
の
で
は
な
く
、
共
生
を
目
指

す
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
支
援
・
被
支
援
と
い
う
関
係
が
、「
そ
の
場
を
と
も
に
す
る
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う

関
係
に
変
化
し
、
支
援
を
「
行
為
」
で
は
な
く
「
出
来
事
」
と
し
て
再
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。 

結
論
と
し
て
氏
は
、
Sotto
の
模
擬
相
談
お
よ
び
仮
設
住
宅
居
室
訪
問
活
動
の
事
例
に
お
い
て
見
ら
れ
た
「
孤
独
が
和
ら
ぐ
瞬
間
」

は
、
相
談
員
の
一
方
的
な
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
両
者
が
相
談
と
い
う
過
程
の
内
部
に
と
も
に
巻
き
込
ま
れ
、
相
互

に
変
化
す
る
出
来
事
で
あ
り
、
相
談
員
と
相
談
者
が
と
も
に
生
成
変
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
氏
は
そ
れ
を
「
心
の
居
場
所
」
と

呼
び
、
そ
れ
は
「
わ
た
し
」
で
も
「
あ
な
た
」
で
も
な
く
、「
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う
関
係
の
「
場
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

本
論
文
は
、
教
学
と
現
場
と
の
乖
離
や
硬
直
化
に
つ
い
て
考
え
る
際
の
手
が
か
り
を
提
供
す
る
業
績
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 冨
島
信
海
・
遠
山
信
証
両
氏
の
共
著
論
文
「
仏
教
お
よ
び
真
宗
の
人
間
像
・
人
間
観
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
は
、「
人
間
像
」「
人
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間
観
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
仏
教
学
・
真
宗
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
の
現
状
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
公
表
し

た
「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
（
戦
後
八
〇
年
版
）」
に
示
さ
れ
た
、
七
つ
の
平
和
貢
献
策
の
う
ち
、
第
四
の
「
人
間
像
の
点
検
〜
互

い
の
〈
い
の
ち
〉
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
〜
」
で
は
、「
仏
教
や
真
宗
の
教
え
に
基
づ
い
て
人
間
と
は
何
か
を
理
解
し
、
と
も
に
〈
い

の
ち
〉
を
尊
重
で
き
る
社
会
の
実
現
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
、
真
宗
の
世
界
観
や
人
間
観
に
関
す
る
研
究
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
な
ど
現
代
的
課
題
に
即
し
た
研
究
お
よ
び
実
践
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

今
般
の
冨
島
・
遠
山
論
文
は
、
仏
教
学
・
真
宗
学
の
人
間
像
・
人
間
観
に
関
す
る
資
料
や
論
考
の
収
集
・
整
理
が
試
み
ら
れ
て
お

り
、
各
領
域
に
お
け
る
研
究
状
況
の
紹
介
と
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

仏
教
お
よ
び
真
宗
の
「
人
間
像
」
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
近
代
以
降
に
形
成
さ
れ
て
き
た
人
間
の
規
範
（
モ
デ
ル
）

や
教
化
団
体
の
動
向
に
関
す
る
研
究
に
焦
点
を
当
て
、
仏
教
・
真
宗
関
係
の
「
婦
人
」（
女
性
）・「
青
年
」・「
少
年
少
女
」
に
関
す
る

研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
従
来
、
十
分
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
教
化
団
体
の
位
置
づ
け
や
、
制
度
・
教
育
・
教
化
実
践
の

実
態
が
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
結
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
成
果
を
十
分
に
援
用

し
て
い
く
こ
と
で
、「「
戦
後
問
題
」
検
討
委
員
会
答
申
」
が
「
教
団
の
今
日
的
課
題
」
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
、
仏
教
婦
人
会
・
仏
教

青
年
会
な
ど
の
活
動
内
容
の
実
態
把
握
や
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
「
国
体
」
の
護
持
・
奉
公
を
尊
ぶ
「
画
一
的
な
人
間
像
」
が
、
敗
戦

後
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
の
検
証
、
さ
ら
に
は
、
現
代
の
平
和
と
人
権
に
関
わ
る
多
様
な
女
性
・
青
年
・
少
年
少
女

の
課
題
に
つ
い
て
関
係
機
関
が
協
議
を
深
め
て
い
く
た
め
の
基
盤
を
整
え
て
い
く
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ

ら
れ
て
い
る
。 

仏
教
お
よ
び
真
宗
の
「
人
間
観
」
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
教
理
・
思
想
と
し
て
の
人
間
理
解
に
関
す
る
研
究
に
焦
点

を
当
て
、
仏
教
お
よ
び
真
宗
の
人
間
観
に
関
す
る
研
究
が
、
戦
後
継
続
的
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
「
仏
教
的

人
間
学
」
と
い
う
研
究
領
域
が
成
立
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
本
論
文
が
、
そ
の
領
域
の
研
究
史
を
俯
瞰
し
た
業
績
と
し
て
位
置
づ
け

10
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ら
れ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
結
で
は
、
縁
起
の
自
覚
に
も
と
づ
く
責
任
・
感
謝
・
内
省
を
軸
に
人
間
の
生
き
方
を
捉

え
直
す
視
点
や
、「
人
間
中
心
主
義
」
を
前
提
と
す
る
発
想
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
視
点
、
あ
る
い
は
「
い
の
ち
」
の
尊
厳
と
い
う
立

場
か
ら
人
間
の
在
り
方
を
考
え
直
す
視
点
な
ど
が
見
い
だ
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

今
般
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
互
い
の
「
い
の
ち
」
を
尊
重
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
仏
教
学
・
真
宗
学
の
立
場

か
ら
様
々
な
提
言
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

 続
い
て
冨
島
信
海
氏
の
単
著
論
文
「「
安
穏
」
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
は
、「
安
穏
」
と
い
う
言
葉
の
歴
史
的
背
景
や
宗
教
的
意
義

を
考
察
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』
の
「
世
の
中
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
と
い

う
文
言
は
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
「
平
和
」
を
語
る
際
に
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
使
用
の
背
景
や
、
親
鸞
と
同
時
代
の
用
例
に
関

す
る
研
究
を
浄
土
真
宗
の
聖
典
や
関
連
史
資
料
を
対
象
に
網
羅
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
氏

は
、
古
代
・
中
世
に
お
け
る
「
安
穏
」「
安
隠
」
と
い
う
用
語
に
関
す
る
先
行
研
究
を
ま
と
め
、『
平
安
遺
文
』『
鎌
倉
遺
文
』『
浄
土
真

宗
聖
典
』
に
お
け
る
用
例
を
検
索
し
、
さ
ら
に
『
無
量
寿
経
』『
教
行
信
証
』
等
の
講
録
に
お
け
る
解
釈
を
網
羅
的
に
収
集
し
て
い
る
。 

そ
の
結
果
、「
安
穏
」
が
、『
法
華
経
』『
無
量
寿
経
』
を
は
じ
め
、
諸
経
に
あ
ら
わ
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
、
日
本
古
代
の
文
献
に
お

い
て
、「
安
隠
」
か
ら
「
安
穏
」
へ
と
表
記
が
移
行
し
た
こ
と
、
日
本
中
世
に
お
い
て
は
、
人
び
と
の
願
い
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
用

い
ら
れ
た
こ
と
、
浄
土
真
宗
の
聖
教
で
は
、『
無
量
寿
経
』
お
よ
び
異
訳
経
典
、
七
僧
聖
教
、
親
鸞
・
存
覚
の
著
作
、
蓮
如
の
言
行
録
、

法
然
関
連
資
料
な
ど
に
用
例
が
あ
る
こ
と
、「
安
穏
」
に
は
〈
仏
国
土
〉〈
衆
生
の
身
心
〉
を
あ
ら
わ
す
意
が
あ
る
こ
と
、『
教
行
信
証
』

引
用
文
中
の
「
安
穏
」
は
、
涅
槃
の
四
徳
（
浄
楽
我
浄
）
の
う
ち
常
徳
と
し
て
理
解
さ
れ
、
ま
た
「
安
楽
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
意
味

で
の
用
例
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

本
論
文
に
よ
っ
て
、
現
代
に
お
け
る
「
平
和
」
を
仏
教
思
想
か
ら
考
え
る
上
で
の
一
視
座
が
得
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。 
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個
人
研
究
と
し
て
、
井
上
慶
淳
氏
の
論
文
「
日
本
仏
教
思
想
史
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
―
称
名
寺
聖
教
『
浄

土
宗
法
語
』（
仮
題
）
を
通
し
て
〈
付
・
翻
刻
〉
―
」
が
寄
せ
ら
れ
た
。
法
然
浄
土
教
の
成
立
過
程
を
解
明
す
る
た
め
の
資
料
を
提
示

し
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
出
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
称
名
寺
聖
教
『
浄
土
宗
法
語
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
文
翻
刻
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。 

『
浄
土
宗
法
語
』
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、
法
然
門
流
の
何
者
か
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
勧
化
本
（
談
義
本
）
で
あ
る
。

本
文
の
大
半
は
、
平
康
頼
『
宝
物
集
』
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
井
上
氏
は
、

『
宝
物
集
』
が
治
承
年
間
（
一
一
七
七
│
一
一
八
一
年
）
の
成
立
で
あ
り
、
基
本
的
に
法
然
浄
土
教
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う

点
に
着
目
し
、『
浄
土
宗
法
語
』
の
大
半
が
、
法
然
以
前
の
資
料
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
法
然
浄
土
教
の
影
響

を
受
け
て
い
な
い
『
宝
物
集
』
を
、
法
然
門
下
の
著
者
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
利
用
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
法
然
浄
土

教
の
日
本
仏
教
史
上
の
位
置
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。 

本
論
文
の
結
論
と
し
て
井
上
氏
は
、
法
然
浄
土
教
が
そ
れ
ま
で
の
浄
土
教
思
想
と
の
連
続
性
の
な
か
で
成
立
し
て
き
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
『
浄
土
宗
法
語
』
が
多
く
の
庶
民
を
想
定
し
て
著
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
法
然
浄
土
教
の
展
開
・
受
容
の
過

程
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
、
本
書
の
研
究
に
よ
っ
て
、「
法
然
浄
土
教
の
革
新
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
、
古
来

検
討
さ
れ
て
き
た
課
題
を
解
明
す
る
糸
口
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

『
浄
土
宗
法
語
』
は
、
法
然
浄
土
教
の
成
立
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て
大
き
な
価
値
を
も
つ
文
献
で
あ
り
、
本
論
文
に
提
示
さ
れ
た

井
上
氏
の
見
解
な
ら
び
に
末
尾
に
付
さ
れ
た
克
明
な
翻
刻
は
極
め
て
有
用
で
あ
る
。
今
後
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
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